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当
社
が
２
０
０

１
年
認
証
取
得
以

来
継
続
し
て
い
る

Ｉ

Ｓ

Ｏ

９

０

０

１

：
２
０
０
０
の

第
７
回
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
が
九
月
二

十
四
日
、
豊
岡
本

社
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。 

                

第
７
回
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
昨
年
の

更
新
審
査
以
降
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
確

認
す
る
も
の
。 

審
査
当
日
は

（財
）
建
材
試
験
セ
ン

タ
ー
か
ら
中
村
先
生
に
来
豊
し
て
い
た

だ
き
、
九
時
か
ら
社
内
全
般
の
シ
ス
テ

ム
確
認
の
後
、
工
事
部
門
の
審
査
、
口

岩
井
現
場
の
審
査
、
設
計
部
門
の
審
査

が
行
わ
れ
た
。 

                

 

審
査
の
後
、
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
会
議
が

開
か
れ
中
村
先
生
か
ら

「第
２
回
更
新

審
査
後
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ

ュ
ー
は

所
定
の
時
期
に
所
定
の
イ
ン
プ
ッ
ト
資

料
を
基
に
２
回
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
臨

時
に
経
営
資
源
を
テ
ー
マ
に
１
回
開
催

し
、
経
営
者
の
指
示
決
定
が
出
さ
れ
て

い
る
。
目
標
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
数

値
目
標
が
出
さ
れ
て
い
る
。
内
部
監
査

は
所
定
の
時
期
に
目
的
を
持

っ
て
実
施

さ
れ
、
前
向
き
に
取
組
み
、
結
果
と
し

て
内
部
監
査
が
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
継
続
を
推
薦

す
る
と
の
総
評
が
述
べ
ら
れ
た
。 

今
後
も
当
社
は
厳
し
い
環
境
下
で
あ

っ
て
も
、
造
園
工
事
、
法
面
工
事
等
従

来
の
仕
事
に
加
え
、
環
境
工
事
、
森
林

整
備
、
個
人
庭
園
、
販
売
等
生
き
る
術

を
み
い
だ
し
、
利
益
を
出
し
、
無
災
害

で
顧
客
満
足
を
向
上
さ
せ
、
事
業
継
続

が
で
き
る
足
腰
の
強
い
企
業
に
成
る
た

め
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
：
２
０
０
０
に
よ

る
継
続
的
改
善
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ

と
を
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
契
機
に
全
社

で
確
認
し
た
。 
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品質マネジメントシステムについて説明するＱＭＲ 
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花
と
緑
の
文
化
の
創
造
を
テ
ー
マ
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る

「ひ
ょ
う
ご
ま
ち

な
み
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
」
が
明
石
公
園

周
辺
で
十
月
四
日
か
ら
十
月
十
三
日
ま 

     

二
十
五
期
が
ス
タ
ー
ト
す
る
十
月

一
日
、 

           

で
行
わ
れ
、
当
社
で
は
明
石
銀
座
商
店

街
に
面
し
た
花
壇
に
明
石
の
海
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
花
壇
を
出
展
し
、
通
り
を
行

き
交
う
市
民
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
初
日
の
四
日
は
花
と
緑
の
ガ

ー
デ

ニ
ン
グ
相
談
に
専
門
家
を
派
遣
し
、

県
民
の
緑
化
意
識
の
高
揚
に
協
力
し
ま

し
た
。 

     

豊
岡
本
社
に
全
社
員
集
合
し
、
二
十
五 

期
に
向
け
て
と
題
し
、
会
議
を
開
催
し

た
。 

 

現
在
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す

中
で
の
会
議
と
な

っ
た
が
、
当
社
が

一

貫
し
て
す
す
め
る

「全
て
に
感
謝
し
世

の
た
め
人
の
た
め
に
働
く
」

「お
客
様

第

一
」

「拭
き
掃
除

・
掃
き
掃
除

・
整

理
整
頓
」

「決
ま
り
を
守
る
」
を
実
行

し
、
前
向
き
に
進
め
る
姿
勢
を
継
続
し

て
、
と
に
か
く
生
き
残
ろ
う
と
参
加
者

全
員
で
誓
っ
た
。 

    

 

姫
路
本
店
は
社
屋
の
老
朽
化
に
伴
い

取
り
壊
し
を
進
め
て
い
た
が
、
更
地
と

な
り
、
平
成
二
十
年
十
月
二
十
五
日
関

係
者
二
十
人
余
が
出
席
し
、
地
鎮
祭
が

お
ご
そ
か
に
開
催
さ
れ
た
。 

 

姫
路
本
店
新
社
屋
は
美
樹
工
業
株
式

会
社
に
建
設
を
依
頼
す
る
事
と
な
り
、

延
べ
面
積
三
百
五
十

一
㎡
に
三
階
建
で

平
成
二
十

一
年
春
に
竣
工
す
る 

            

社長・副社長による玉串奉天 

 

十
月

一
日
開
催

十
月

一
日
開
催

十
月

一
日
開
催

十
月

一
日
開
催    

二
十
五
期

二
十
五
期

二
十
五
期

二
十
五
期

・・・・
目
標
達
成

目
標
達
成

目
標
達
成

目
標
達
成
にににに
向向向向
け
て
け
て
け
て
け
て 

明石銀座商店街への出展花壇 ガーデニング相談に対応  
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25期の目標を心に刻む社員 
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十
月
十
八
日
、
当
社
が
３
月
に
チ
ガ

ヤ
苗
を
植
栽
し
た
豊
岡
市
の
椎
谷
池
で
、

但
馬
で
初
め
て
結
成
さ
れ
た
、
た
め
池

協
議
会

「椎
谷
た
め
池
た
ち
ば
な
会
」

が
池
の
周
り
に
桜
を
植
樹
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

そ
の
イ
ベ
ン
ト
で
堤
体
法
面
の
チ
ガ 

ヤ
の
生
育
状
況
が
良
好
な
こ
と
も
あ
り
、 

           

       

当
社
に
チ
ガ
ヤ
に
つ
い
て
説
明
要
請
が

関
係
機
関
か
ら
あ
っ
た
も
の
。 

               

京
丹
後
市
久
美
浜
町
の
ふ
う
ら
ん
の

館
で
は
地
域
活
性
化
の
目
的
か
ら
ク
ラ 

       

当
日
は
当
社
と
チ
ガ
ヤ
に
つ
い
て
共

同
で
取
り
組
ん
で
エ
ス
ペ
ッ
ク
ミ
ッ
ク

（株
）
か
ら
専
門
家
の
出
席
を
得
て
、

①
チ
ガ
ヤ
は
ど
ん
な
植
物
、
②
チ
ガ
ヤ

に
よ
る
堤
防
法
面
の
緑
化
、
③
チ
ガ
ヤ

の
法
面
を
創
る
た
め
の
維
持
管
理
方
法

に
つ
い
て
説
明
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は

「チ
ガ
ヤ
が
こ
ん
な

に
す
ば
ら
し
い
植
物
と
は
知
ら
な
か
っ

た
、
チ
ガ
ヤ
の
あ
る
日
本
の
原
風
景
を

池
の
周
囲
に
創
り
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。 

     

イ
ン
ガ
ル
テ
ン

（農
園
付
住
宅
）
を

運
営
す
る
計
画
が
あ
り
、
そ
の
メ
イ
ン 

            施
設
と
し
て
花
菖
蒲
園
を
計
画
し
て
い

た
。 今

回
そ
の
計
画
に
則
り
、
休
耕
田
を

利
用
し
た
花
菖
蒲
の
植
栽
が
十
月
十
八

日
、
地
元
住
民
の
方
々
や
地
元
小
学
生

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。 

当
社
で
は
植
栽
指
導
す
る
こ
と
に
な

り
、
田
中
工
事
課
長
や
中
村
社
員
が
参

加
し
、
小
学
生
に
苗
の
配
置
や
植
栽
方

法
に
つ
い
て
実
際
に
作
業
を
し
な
が
ら

指
導
し
た
。 

あ
る
小
学
生
は

「春
の
花
が
楽
し
み

で
す
、
元
気
な
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
て
い
た
。 

児童に植栽方法を指導する社員 

椎谷池下のビオトープ池の生物を観察

チガヤの説明を聞く参加者 

 

久
美
浜
町

久
美
浜
町

久
美
浜
町

久
美
浜
町
ふ
う
ら
ん
の

ふ
う
ら
ん
の

ふ
う
ら
ん
の

ふ
う
ら
ん
の
館館館館    

花
菖
蒲
植
栽

花
菖
蒲
植
栽

花
菖
蒲
植
栽

花
菖
蒲
植
栽
をををを
指
導
指
導
指
導
指
導   
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毎
年
恒
例
と
な

っ
て
い
る
秋
の
新
鮮

植
木
市
を
今
年
は
内
容
を

一
新
し
、
秋

の
新
鮮
植
木
市

・
環
境
Ｅ
Ｃ
Ｏ
フ
ェ
ス

タ 

豊
岡
と
銘
打

っ
て
、
恒
例
の
花
と

緑
の
庭
づ
く
り
の
祭
典
に
人
と
地
球
に

優
し
い
省
エ
ネ
と
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
展
示
会
と

し
て
十
月
十
八
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

豊
岡
本
社
構
内
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。 

            

      

期
間
中
は
植
木
市
の
会
場
に
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
コ
ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ
ト
の
副
代
表

佐
竹
氏
の

「命
が
循
環
す
る
豊
岡
の

郷
」
と
題
し
た
講
演
会
や
グ
ッ
ズ
販
売
、

美
樹
工
業(

株)

の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
＆

太
陽
光
発
電
の
特
別
展
示
、(

株)

伊
藤

Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
―
ｉ
住
宅
の
展
示

相
談
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で 

   

         

賑
わ
っ
た
。 

当
社
で
は
チ
ガ
ヤ
等
の
在
来
種
に
こ

だ
わ
る
営
業
展
開
を
図
っ
て
お
り
、
今 

  

      

             

  

後
も
環
境
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

       

 

 
 

 

植木を選ぶ来場者 

花会場には多くの品種が 

熱心にコウノトリを語る佐竹副代表 NPOコウノトリ湿地ネット 

㈱伊藤ＧＵＭＩ 美樹工業㈱ 

 

秋
の
新
鮮
植
木
市

・
環
境
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス

ェ
ス
タ 

 
 

  

豊
岡
開
催 


